




















































現代京都研究をめざして 谷口浩司 5 
は京都を揺さぶった。
都心地区に職住一体の伝統的な製造業を残してきた京都は，伝統産業が昭和50年代
の半ばから急速に下降線をたどる中で，町並みの変化を余儀なくされた。バブルは，
こうした変化に拍車をかけた。経済課題がそのまま景観課題になってしまうところに
京都の都市システムの完成度とそれゆえの厳格さがある。職と住の一体となった歴史
的都心が職の解体によって住の解体をもたらされ，寺社の風景とともに京都の歴史的
町並みを形成してきた町家の町並みが揺らぐ。都市社会システムの革新はどのような
過程をたどるか。
「一周遅れ」の京都
他方で、成熟期に入ったとされる日本経済がある。伝統的な社会組織や生活様式を解
体に追いやった自動車や家電製品などが成熟産業となった現実がある。私たちの生活
様式を変えた耐久消費財はすで、に行きわたり，これまでのような消費は望めない。成
長から成熟へ，経済は転換期を迎えている。経済の成熟に社会はどのように向き合う
のか。
伝統と擦れあって不協和音を激しくたてた近代，その近代への反省がはじまってい
る。「近代とは何かJoI一周遅れ」で京都は先頭走者になりうるのか。
なお，本紀要に掲載した研究成果をもとに，最終のまとめを l年後に行う予定であ
る。
